
 
 

 
 
 

 

 

ＣＳ（コミュニティ・スクール）とは、学校運営に関して協議をする「学校運営

協議会」を設置している学校のことです。学校運営協議会では、保護者や地域住

民が委員となり、さまざまな立場から学校に関することについて意見交換、情報

交換が行われています。それによって、地域と学校が力を合わせて「特色ある学

校づくり」を進めています。 

相生小では、昨年度からＣＳ（コミュニティ・スクール）が導入されました。今年度は、「キャリア教育を軸と

した学校づくり」をさらに進め、地域人材の活用やキャリア教育の大切さを保護者にも広く浸透させていく方針

について熟議しています。 

【 第２回学校運営協議会の主な熟議内容 】 

（１）温かくかかわる子の育成に向けた具体的な取り組みと役割分担 

（２）キャリア教育推進に向けての支援策について 

委員からは、（運動会や林間学校での子供たちの感想文などを読んで、）「これは宝物ですね。一人一人が、周り

のみんなの良さをよく見ているなと感じた。」や「家庭科や生活科の授業ボランテ

ィアで、子供たちと共に、授業に参加する機会が増えたことは、温かくかかわる

力の育成につながっている。」という意見が出ました。 

今年度は、できることから少しずつ実現させていくために、学校に力を貸して

いただける保護者や地域の方々による「風の子・太陽の子応援団」を結成するこ

とから始めました。学校支援コーディネーター（ＣＤ）が連絡・調整をし、外部

講師やボランティアと協力しながら進めている教育活動がたくさんあります。学

校ＨＰにも、コミュニティ・スクール情報をアップしていますので、是非ご覧く

ださい。 

CS たより 
風の子 太陽の子 
～ともに未来を創る～ 令和５年８月２９日 
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【学校運営協議会の様子】 

学校支援コーディネーターからボランティア活動に対する報告 

・６月１日には、風の子太陽の子応援団発足式が開催され、登録総数約１３０名に対して約７０名の皆様が 

参加してくださいました。 

・６月１９日、地域住民や保護者を講師に招いたクラブ活動を開催。全１０クラブ中７つのクラブに１８名

のボランティアの皆様が参加してくださいました。 

・６月２１日の中日新聞にクラブ活動での様子が掲載されました。 


